
貸与奨学金申告書【学部】 

下記の内容について記入し、該当証明書を提出してください。スカラネットには必ず同内容を入力してください。 

本紙は提出していただくため、「スカラネット下書き用紙」に転記しながら進めてください。囲み文字部分(例：3 C-1)がスカラネット下書き用紙該当箇所です。 

記入日(年月日)  学籍番号  氏名（自署）  

誓約事項 □ この書類上の申告内容は事実と相違ありません。 

□ 虚偽申告や義務不履行があった場合は、奨学金の採用取消、打切り、返金等に異存ありません。 

■通学形態（ ６ D-1.(11) ）※新規で第一種奨学金を申込む方のみ回答対象 

第一種自宅外月額希望有無 

(40,000 円または 51,000 円) 

□希望する 

□希望しない 

左記、「希望する」の場合、

家族住所 

□渡島檜山地方内(実家から大学まで 60 ㎞未満)  

□渡島檜山地方以外 

 

■家族情報について（ 11 J-2 、 14 J-4、 14 J-5 ） 

同一生計の家族全員について記入してください。※生計が別の同居人は記入不要 

続柄(※1) 氏名 年齢 就学者情報（小学校以上の場合のみ記入） 

学校設置者 学種(※2) 通学別 

   □ 国公立 / □ 私立  □ 自宅 / □ 自宅外 

   □ 国公立 / □ 私立  □ 自宅 / □ 自宅外 

   □ 国公立 / □ 私立  □ 自宅 / □ 自宅外 

   □ 国公立 / □ 私立  □ 自宅 / □ 自宅外 

   □ 国公立 / □ 私立  □ 自宅 / □ 自宅外 

   □ 国公立 / □ 私立  □ 自宅 / □ 自宅外 

(※1) 「本人」「父」「母」「兄」「姉」「弟」「妹」「祖父」「祖母」「叔父」「叔母」「配偶者」「子」「その他」いずれかを記入 

(※2) 学種は下記に対応するアルファベットを記入してください。 

「小学校：Ａ」、 「中学校：Ｂ」、 「高等学校：Ｃ」、 「高専（１～３年次）：Ｄ」、 「高専（４～５年次）：Ｅ」、 

「専修学校（高等課程）：Ｆ」、 「専修学校（専門課程）：Ｇ」、 「短期大学：Ｈ」、 「大学：Ｉ」、 「大学院：Ｊ」、 「その他：Ｋ」 

 

■収入について（ 12 J 、 13 J） 

冊子「貸与奨学金案内」の収入に関する記載（P32-38）を熟読のうえ、マイナンバーから情報取得できない収入がある場合は、記入済みの冊子「貸与奨

学金案内」 P33 ①“【収入計算欄】（マイナンバーから情報取得できない収入）” と、②該当する収入に関する書類（P34-35）を提出して下さい。 

□ 上記 2 種類の書類を提出する / □ 上記 2 種類の書類の提出不要 

※母子父子世帯の場合を除き、無収入の場合でも父母ともに家計支持者とみなします。 

 

■特別控除について（ 14 K） 

以下の項目に該当があり控除を希望する場合は、該当項目に☑のうえ、その証明書を提出して下さい。 

確認項目 該当☑ 提出書類名 

母子・父子世帯(※)  同一生計の祖父母がいる場合のみ、祖父母の収入に関する証明書（年金等の源泉徴収票・確定申告書等） 

障がい  該当者の障害者手帳等のコピー(該当者が複数いる場合は、各人につい書類が必要) 

生計支持者の別居  「主たる生計維持者支持者にかかる経費内訳書」及び「領収書貼付用紙」（HP 掲載） 

長期療養者  ①診断書（６か月以上の療養が必要であることが明記されているもの） 

②「長期療養にかかる医療費控除金額内訳書」及び「領収書貼付用紙」（HP 掲載） 

災害被害  被災（罹災）証明書及び被災額証明書等被害金額のわかるもの（確定申告により控除または減免措置を受けている

場合は確定申告書・損失額に関する明細書等の写し） 

(※)提出書類が無くても、母子・父子世帯に該当する場合は☑をしてください。 


